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1本マニュアルについて 

1.1 マニュアルの内容 

このマニュアルは、ユーザーが Gowin Flash Controller IPを使いこな

せるよう、その機能、信号の定義、動作原理、GUIでの呼び出しについて

説明しています。 

1.2 関連ドキュメント 

GOWINセミコンダクターのホームページ www.gowinsemi.com/jaか

ら、以下の関連ドキュメントがダウンロード、参考できます： 

 GW1Nシリーズ FPGA製品データシート(DS100) 

 GW1NRシリーズ FPGA製品データシート(DS117) 

 GW1NSシリーズ FPGA製品データシート(DS821) 

 GW1NSRシリーズ FPGA製品データシート(DS861) 

 GW1NRFシリーズ Bluetooth FPGA製品データシート(DS891) 

 Gowinソフトウェア ユーザーガイド(SUG100) 

 Gowin User Flashユーザーガイド(UG295) 

https://www.gowinsemi.com/ja
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS100J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS117J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS821J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS861J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS891J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG100J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/UG295J.pdf
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1.3 用語、略語 

本マニュアルで使用される用語、略語、及びその意味を表 1-1に示し

ます。 

表 1-1用語、略語 

用語、略語 正式名称 意味 

AHB Advanced High Performace Bus 高度な高性能バス 

APB Advanced Peripheral Bus 高度な周辺バス 

FPGA Field Programmable Gate Array 

フィールド・プログ

ラマブル・ゲート・

アレイ 

MCU Microcontroller Unit 
マイクロコントロー

ラ・ユニット 

IP Intellectual Property 設計資産 

1.4 テクニカル・サポートとフィードバック 

GOWINセミコンダクターは、包括的な技術サポートをご提供してい

ます。使用に関するご質問、ご意見については、直接弊社までお問い合わ

せください。 

ホームページ：www.gowinsemi.com/ja 

E-mail：support@gowinsemi.com 

 

https://www.gowinsemi.com/ja
mailto:support@gowinsemi.com
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2機能の紹介 

2.1 概要 

Gowin Flash Controllerには、Registerインターフェース、AHBイン

ターフェース、APBインターフェース、およびWishboneインターフェー

スの 4つのインターフェースが含まれています。Gowin Flash Controller

は、AHBインターフェース、APBインターフェース、およびWishbone

インターフェースを介して MCUと通信できます。 

2.2 特徴 

Gowin Flash Controller IPの特徴： 

 Registerインターフェースを介して FLASH96Kの読み出しと書き込み

を行うことをサポート。 

 Registerインターフェース、AHBインターフェース、APBインターフ

ェース、およびWishboneインターフェースを介して FLASH256Kの

読み出しと書き込みを行うことをサポート。 

 Registerインターフェースを介して FLASH96KAの読み出しと書き込

みを行うことをサポート。 

 Registerインターフェース、AHBインターフェース、APBインターフ

ェース、およびWishboneインターフェースを介して FLASH608Kの

読み出しと書き込みを行うことをサポート。 

 Registerインターフェースを介して FLASH64KZの読み出しと書き込

みを行うことをサポート。 

 Registerインターフェースを介して FLASH64Kの読み出しと書き込み

を行うことをサポート。 

 AHBインターフェース、APBインターフェース、およびWishboneイ

ンターフェースを介して MCUと通信可能。
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3動作原理 

3.1 インターフェースの動作原理 

3.1.1 Registerインターフェース 

図 3-1に示すように、メインコントローラは、Registerインターフェ

ースを介して命令またはデータを Gowin Flash Controller IPに送信します。

その後、Gowin Flash Controller IPはそれを FLASH96K、FLASH96KA、

FLASH256K、FLASH64KZ、FLASH64K、または FLASH608Kに送信しま

す。または、FLASH96K、FLASH96KA[1]、FLASH256K、FLASH64KZ、

FLASH64K、FLASH608Kのデータは Gowin Flash Controller IPの Register

インターフェースを介してメインコントローラにアップロードされます。 

注記： 

 [1] 読み出し：12クロックサイクル。 

 [1] Done信号のパルス幅は 2クロックサイクルです。 

図 3-1 Registerインターフェース 

Main

Controller

Register

Interface

FLASH64KZ

FLASH256K

FLASH96K

FLASH608K

Gowin Flash 

Controller

FLASH64K

FLASH96KA
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3.1.2 Wishboneインターフェース 

MCUコアは命令またはデータをWishboneインターフェースを介し

て Gowin Flash Controller IPに送信します。その後、Gowin Flash Controller 

IPはそれを FLASH608Kまたは FLASH256Kに送信します。または、

FLASH608Kまたは FLASH256Kのデータは Gowin Flash Controller IPの

Wishboneインターフェースを介して MCUコアにアップロードされます

(図 3-2)。 

図 3-2 Wishboneインターフェース 

MCU Core

Wishbone

Interface
FLASH256K

FLASH608K

Gowin 

Flash 

Controller

 

3.1.3 AHBインターフェース 

MCUコアは命令またはデータを AHBインターフェースを介して

Gowin Flash Controller IPに送信します。その後、Gowin Flash Controller IP

はそれを FLASH608Kまたは FLASH256Kに送信します。または、

FLASH608Kまたは FLASH256Kのデータは Gowin Flash Controller IPの

AHBインターフェースを介してMCUコアにアップロードされます(図3-3)。 

図 3-3 AHBインターフェース 

MCU Core
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Interface
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3.1.4 APBインターフェース 

MCUコアは命令またはデータを APBインターフェースを介して

Gowin Flash Controller IPに送信します。その後、Gowin Flash Controller IP

はそれを FLASH608Kまたは FLASH256Kに送信します。または、

FLASH608Kまたは FLASH256Kのデータは Gowin Flash Controller IPの
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APBインターフェースを介してMCUコアにアップロードされます(図3-4)。 

図 3-4 APBインターフェース 

MCU Core

APB

Interface
FLASH256K

FLASH608K

Gowin 

Flash 

Controller

 

3.2 レジスタの動作原理 

Wishboneインターフェース、AHBインターフェース、および APBイ

ンターフェースの Flash Controller IPには同じレジスタがあります： 

 行アドレス・レジスタ 

 列アドレス・レジスタ 

 読み出しデータ・レジスタ 

 書き込みデータ・レジスタ 

 命令レジスタ 

 ステータス・レジスタ 

 開始フラグ・レジスタ 
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表 3-1 Flash Controllerのレジスタ一覧 

レジスタ

名 

レジスタのアドレ

ス 
レジスタの幅 タイプ 説明 

XADDR 0x00 
9、7、6、または
5 

読み出し/

書き込み 

行アドレス・レジ

スタ 

YADDR 0x04 6 
読み出し/

書き込み 

列アドレス・レジ

スタ 

RDATA 0x08 32 
読み出し

専用 

読み出しデー

タ・レジスタ 

WDATA 0x0C 32 
読み出し/

書き込み 

書き込みデー

タ・レジスタ 

CR 0x10 8 
読み出し/

書き込み 
命令レジスタ 

SR 0x14 8 
読み出し

専用 

ステータス・レジ

スタ 

START 0x18 1 
読み出し/

書き込み 

開始フラグ・レジ

スタ 

      

ユーザーは、Wishbone、AHB、または APBバスインターフェースを

介して Flashでの読み出し、書き込み、および消去を実現します。 

3.2.1 行アドレス・レジスタ 

行アドレス・レジスタのアドレスは 0x00であり、行アドレス・レジ

スタは Flashの行アドレスを格納します。行アドレス・レジスタの幅：

FLASH608Kの場合は9ビット、FLASH256Kの場合は7ビット、FLASH96K

と FLASH96KAの場合は 6ビット、FLASH64KZと FLASH64Kの場合は 5

ビットです。 

3.2.2 列アドレス・レジスタ 

列アドレス・レジスタのアドレスは 0x04で、列アドレス・レジスタ

の幅は 6ビットです。列アドレス・レジスタは Flashの列アドレスを格納

します。 

3.2.3 読み出しデータ・レジスタ 

読み出しデータ・レジスタのアドレスは 0x08で、読み出しデータ・

レジスタの幅は 32ビットです。読み出しデータ・レジスタのは Flashか

らの読み出しデータを格納します。 

3.2.4 書き込みデータ・レジスタ 

書き込みデータ・レジスタのアドレスは 0x0Cで、書き込みデータ・

レジスタの幅は 32ビットです。書き込みデータ・レジスタは Flashへの

書き込みデータを格納します。 

3.2.5 命令レジスタ 

命令レジスタのアドレスは 0x10で、命令レジスタの幅は 8ビットで、
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2ビット([1：0])のみが使用されます。CR [1：0] = 2'b10の場合、消去操作

が実行され、CR [1：0] = 2'b01の場合、書き込み操作が実行され、CR [1：

0] = 2'b00の場合、読み出し操作が実行されます。 

3.2.6 ステータス・レジスタ 

ステータス・レジスタのアドレスは 0x14で、ステータス・レジスタ

の幅は 8ビットで、最下位ビットのみが使用されます。Flashコントロー

ラから読み出し、書き込み、または消去操作の完了信号を受信します。SR[0] 

= 1'b1は、読み出し、書き込み、または消去操作が完了したことを意味し

ます。 

3.2.7 開始フラグ・レジスタ 

開始フラグ・レジスタのアドレスは 0x18で、開始フラグ・レジスタ

の幅は 1ビットです。開始フラグ・レジスタの START値が 1で、ステー

タス・レジスタの SR[0]値が 0の場合、Flashコントローラは動作を開始し

ます。
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4信号の定義 

Gowin Flash Controllerの信号の定義を表 4-1に示します。対応するプ

リミティブの詳細については、『Gowin User Flashユーザーガイド

（UG295）』を参照してください。 

表 4-1 Gowin Flash Controllerの信号の定義 

番号 信号名 方向 幅(ビット) 説明 備考 

1 clk_i 入力 1 クロック信号 

プリミティブ：FLASH96K 

インターフェース：
Register Interface 

2 nrst_i 入力 1 リセット信号 

3 r_en_i 入力 1 読み出しイネーブル 

4 
clear_page_en
able_i 

入力 1 
ページクリア・イネーブ

ル 

5 prog_enable_i 入力 1 プログラム・イネーブル 

6 
write_page_en
able_i 

入力 1 
ページ書き込みイネー

ブル 

7 erase_en_i 入力 1 消去イネーブル 

8 pre_prog_i 入力 1 プレプログラム信号 

9 wyaddr_i 入力 [8:0] Y方向アドレス 

10 wxaddr_i 入力 [5:0] X方向アドレス 

11 page_address 入力 [5:0] ページアドレス 

12 wdata_i 入力 [31:0] 
Flashへの書き込みデ

ータ 

13 rdata_o 出力 [31:0] 
Flash からの読み出し

データ 

14 done_flag_o 出力 1 完了フラグ 

15 wb_clk_i 入力 1 マスタークロック 
 プリミティブ：

FLASH256K 

インターフェース：
Wishbone Interface 

 プリミティブ：
FLASH608K 

インターフェース：

16 wb_rst_i 入力 1 
同期リセット、アクティ

ブ High 

17 wb_addr_i 入力 [4:0] 下位アドレスビット 

18 wb_data_i 入力 [31:0] データバス入力 

19 wb_data_o 出力 [31:0] データバス出力 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/UG295J.pdf
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番号 信号名 方向 幅(ビット) 説明 備考 

20 wb_we_i 入力 1 書き込みイネーブル Wishbone Interface 

21 wb_stb_i 入力 1 
ストローブ信号/コア選

択 

22 wb_cyc_i 入力 1 有効なバスサイクル 

23 wb_ack_o 出力 1 バスサイクル確認 

24 wdata_i 入力 [31:0] 
Flashへの書き込みデ

ータ  プリミティブ：
FLASH96KA 

インターフェース：
Register interface 

 プリミティブ：
FLASH256K 

インターフェース：
Register Interface 

 プリミティブ：
FLASH608K 

インターフェース：
Register Interface 

 プリミティブ：

FLASH64KZ、
FLASH64K 

インターフェース：
Register Interface 

25 wyaddr_i 入力 [5:0] Y方向アドレス 

26 wxaddr_i 入力 [8/6/5/4:0] X方向アドレス 

27 erase_en_i 入力 1 消去イネーブル 

28 done_flag_o 出力 1 完了フラグ 

29 start_flag_i 入力 1 開始フラグ 

30 clk_i 入力 1 クロック信号 

31 nrst_i 入力 1 リセット信号 

32 rdata_o 出力 [31:0] 
Flashからの読み出し

データ 

33 wr_en_i 入力 1 

書き込みイネーブルま

たは読み出しイネーブ

ル 

1: 書き込みイネーブル 

0: 読み出しイネーブル 

34 sleep_i 入力 1 
スリープ状態の動的制

御 

 プリミティブ：
FLASH64K 

インターフェース：
Register Interface 

 プリミティブ：
FLASH96KA 

インターフェース：
Register Interface 

35 AHB_HRDATA 出力 [31:0] 読み出しデータバス 

 プリミティブ：
FLASH256K 

インターフェース：
AHB Interface 

 プリミティブ：
FLASH608K 

インターフェース：
AHB Interface 

36 AHB_HREADY 出力 1 スレーブ準備完了 

37 AHB_HRESP 出力 [1:0] スレーブ応答 

38 AHB_HTRANS 入力 [1:0] 転送タイプ 

39 AHB_HSIZE 入力 [2:0] 転送サイズ 

40 AHB_HWRITE 入力 1 転送方向 

41 AHB_HADDR 入力 [31:0] アドレスバス 

42 AHB_HWDATA 入力 [31:0] 書き込みデータバス 

43 AHB_HSEL 入力 1 スレーブセレクト 

44 AHB_HCLK 入力 1 システムクロック 

45 
AHB_HRESET
n 

入力 1 システム・リセット 
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番号 信号名 方向 幅(ビット) 説明 備考 

46 PRDATA 出力 [31:0] 読み出しデータバス 

 プリミティブ：
FLASH256K 

インターフェース：
APB Interface 

 プリミティブ：
FLASH608K 

インターフェース：
APB Interface 

47 PREADY 出力 1 スレーブ準備完了 

48 PCLK 入力 1 システムクロック 

49 PSEL 入力 1 選択信号 

50 PENABLE 入力 1 イネーブル信号 

51 PWRITE 入力 1 書き込み信号 

52 PADDR 入力 [31:0] アドレス信号 

53 PWDATA 入力 [31:0] 書き込みデータ 

54 PRESETn 入力 1 システム・リセット 

注記： 

 clk_iに必要なクロック周波数は 50MHz(クロックサイクルが 20ns)です。コード内部

の消去操作(ページ消去)のカウント値が合計 5501000であるため、erase_en_iと

start_flag_iのアサーションから done_flag_oのプルアップまで

20ns*5501000=110.02msかかることになります。 

 コード内部の書き込み操作(32ビットのデータ)のカウント値が合計 2500であるため、

wr_en_iと start_flag_iのアサーションから done_flag_oのプルアップまで、合計

20ns*2500=50usかかることになります。 

 実際の clk_iクロック周波数が 50MHz以下の場合、動作時間が長くなります。例：

clk_iのクロック周波数が 25MHz(つまり、クロックサイクルが 40ns)の場合、

erase_en_iと start_flag_iのアサーションから done_flag_oのプルアップまで

40ns*5501000=220.04msかかり、wr_en_iと start_flag_iのアサーションから

done_flag_oのプルアップまで、合計 40ns*2500=100usかかることになります。 

 コードは更新される可能性があります。上記の数値は 50MHz条件下での推定値であ

り、参考値としてのみご利用ください。具体的な時間は、Flashのタイミング図およ

びシミュレーション結果と併せてご確認ください。 
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5 パラメータの定義 

Gowin Flash Controller IPのパラメータの定義を表 5-1に示します。 

表 5-1 Gowin Flash Controllerのパラメータの定義 

名称 説明 値 

Interface 
Gowin Flash Controllerインター

フェースの構成 

 Register Interface 

 AHB Interface 

 APB Interface 

 Wishbone Interface 
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6インターフェースの構成 

Gowinソフトウェアの IP Core Generatorを使用して、Gowin Flash 

Controller IPを呼び出して構成できます。 

Gowin Flash Controllerの構成を図 6-1に示します。 

図 6-1 Gowin Flash Controllerの構成 
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7リファレンス・デザイン 

詳細については、GOWINのホームページにおける Gowin Flash 

Controllerリファレンス・デザインを参照してください。 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/Gowin_Flash_Controller_RefDesign.zip
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